
「喫煙は新型コロナウイルスで、
重症化肺炎となる最大のリスク」

小澤循環器科 広報

喫煙者ではウイルスが侵入する際の「取っ手」が
多く、感染リスクが高いと発表されています

禁煙すると、ニコチンは1週間後には
体内から消え、免疫力の回復も期待できます

禁煙する価値のある時代です

まずはお気軽にご相談下さい

禁煙は、遅すぎることはありません !


